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阪急大山崎駅で下車した主人公“わたし”は、月を見ようと酒びんをぶらさげ淀川

の中洲へ。そこで出会った男の問わず語りに“わたし”はどんどんひきこまれて…。

淀川の中洲を舞台に展開する『蘆
あし

刈
がり

』は、読み進むほどに夢と現実、過去と未来をつ

なぐ夢幻の空間がつむがれていく名作。

東京にいた谷崎が、関東大震災をきっかけに関西に移住したことで、彼の文学は大

きな飛躍をとげたといわれています。

時代を越え、
母なる琵琶湖がはぐくむ味
シジミはシジミでも琵琶湖でしか取れない「瀬田シジミ」。

皆さんはご存知ですか？　

さかのぼること縄文時代、瀬田川周辺の人々が食べていた

といわれる瀬田シジミ。昭和初期、大津市の石山寺前にある

石山貝塚からは瀬田シジミの貝殻が数多く発掘されました。

普通のシジミより身が大きく肉厚であるのが特徴。栄養分

豊富な水に恵まれた琵琶湖の砂地をすみかとする故です。肝

臓の機能を活発にするメチオニン、スレオニン、ビタミンB12な

どが豊富に含まれているので、昔から、良薬としても知られ

ていました。現在でも地元の方や観光客に好んで食され、シ

ジミ汁や佃煮となって食卓に並んでいます。

しかし、近年、過度の捕獲や水質汚染により、瀬田シジミが

減少。昭和30年頃は漁獲高が年間6000トンに上ることもありま

したが、平成11年にはピーク時の約60分の1である100トンに。

この状況を危ぶみ、漁業者や地元住民は増産に向けたさまざ

まな取り組みを始めています。環境保護とシジミの増殖を願

って、毎年4月23日「シジミの日」に大津市で開かれている「セ

タシジミ祭」も、その取り組みの一つ。

また最近は、シジミの水を浄化する働きも注目されていま

す。

石山寺の近くには瀬田シジミの料理を出すお店がたくさ

んあります。そのうちの1軒でいただいた「シジミ飯」。釜で

炊きあげてあるので、米粒が光ってふっくらと。それに負

けないくらい、シジミの身もふっくらと肉厚です。ひと口

含むと、じわりじわりと広がる貝の風味。柔らかくて少し

弾力のある歯触り。何度もおかわりしたくなる味です。

「シジミの時雨煮」は、刻んだ生姜とともに甘辛く煮たも

の。しっかり味が染み込んでいるので、ご飯との相性も抜

群。これがあれば、ご飯がいくらでも進みそう。混ぜご飯

にしても良し、また溶き卵に入れて焼いても良し。食卓に

あれば何かと重宝しそうです。

瀬田シジミは、水、砂などの

必要な環境条件がそろってはじ

めて生きていくことができます。

長い時を越えて琵琶湖がはぐく

んできた味を大切に噛みしめな

がら、いま一度琵琶湖の環境に

ついて考えてみたいものです。

ご飯のお供・食卓の人気者

※「吉野2・蘆刈」
（岩波文庫）

▲桂川・宇治川・木津川　三川合流点



水不足や洪水被害、そして水環境の悪化……

今、世界をとりまく水問題を解決するために、

市民、NGO・NPO、政府、専門家などさまざまな人々が世界中から集まり、

分野を超えて知恵や経験を共有する場、それが「世界水フォーラム」。

そして、アジアで最初の世界水フォーラムが2003年3月16日から23日まで、

京都・滋賀・大阪を結ぶ琵琶湖・淀川流域で開催されます。

そこでは、水に関する意見や情報の交換だけでなく、

水をテーマにしたさまざまな交流イベントも行われます。

第3回世界水フォーラムの一環として琵琶湖・淀川流域の
各地で開催される水に関するフェア、それが「水のえん」です。
水をテーマに、誰もが参加でき、集い、歌い、踊り、話し合い、
友情の絆を結び、感動を共に体験していく水のえんは、現在
も京都、滋賀、大阪の各フェア会場や流域内の各地で開催中。
この特集では、世界水フォーラムの成功に向け、水のえんを
広げる各地の取り組みをご紹介します。
興味をもったイベントを見つけて、参加して…さあ、あなた

も世界水フォーラムの一員です！

そして広がる

“水のえん”― “水のえん”― 

第3回世界水フォーラム
あなたもフォーラムの一員

次の時代に、
新しい風を吹き込んでいきます。

時代はいま、新しい息吹を求めて、大きく動きはじめています。

今日を生きる人々がいつも元気でいられるように、

明日を生きる人々がいつもいきいきとしていられるように。

日立は、人に、社会に、次の時代に新しい風を吹き込み、

豊かな暮らしとよりよい社会の実現をめざします。

日立の樹ホームページ公開中 http://www.hitachi.co.jp/park/

関西支社　〒５５９‐８５１５ 大阪市住之江区南港東八丁目３番４５号（日立関西ビル）　電話（０６）６６１６-１１１１（大代） 



SHIGA
流域全体の参画と協働を目標に

―第3回世界水フォーラム滋賀県委員会―

琵琶湖を擁し、琵琶湖と人との共生
が県民生活の大きなテーマの一つであ
る滋賀県。当委員会は、この世界水フ
ォーラムにおいて、琵琶湖保全の基本
計画である「マザーレイク21計画」のも
と、琵琶湖・淀川流域のすべての人た

ちの参画と協働による水の保全・管理
を目標に、流域へ、そして世界へ滋賀の
取り組みと魅力を発信していきます。
平成14年4月、アフリカのナイル川流

域10カ国の水担当大臣を招いて開いた
プレシンポジウムのテーマは、「ナイル
流域と琵琶湖・淀川―流域の保全と管
理の協働―」。世界屈指の大流域・ナイ
ルを取り巻く10カ国の協働と、琵琶湖・
淀川上下流の協調事例をもとに世界の
水問題を考えました。

そして同年7月には、世界水パートナ
ーシップ技術委員会委員長のトルキル・
J・クラウセン博士や国連環境計画国際
環境技術センター所長のスティーブ・ホ
ールズ博士など、国内外の水の専門家
を招き、シンポジウム「水の未来を考え
る」を開催。住民、NPO、研究者など、
水に関わるさまざまな人々がいっしょに
なって、世界の水問題の現状や課題に
ついて話し合い、その解決策を考えま
した。
さらに滋賀県は、第3回世界水フォー

ラムでの策定を目指している、世界の
湖沼環境を守っていくための行動指針
「世界湖沼ビジョン」のアピールにも積
極的。國松滋賀県知事は南アフリカで
開かれた国連環境サミットにも出席し、
世界湖沼ビジョン策定への参加を世界
に呼びかけました。

びわ湖水フェア
開催日：平成15年3月19日（水）～21日（金・祝）
場　所：滋賀県立体育館、なぎさ公園、ピ

アザ淡海

●アクアホール（県立体育館）（未来発信ゾーン）
県の基本計画「マザーレイク21計画」
を世界に発信。また、NPOや県民グルー
プ、企業などが日ごろの取り組みを展
示・発表。

●なぎさ公園（市民参加ゾーン）
市民プラザ、サンシャインビーチを中心
に「O2ステージ」や水にちなんだコンク
ール、ヨシイベントなどを開催。

●ピアザ淡海（NPO県民交流ゾーン）
NPO、県民グループによる「水」をテーマに
した展示やシンポジウ
ム、狂言、
ミュージ
カル等の
舞台発表。

参加しよう 

お問い合わせ　第3回世界水フォーラム滋賀県委員会事務局　1077-528-3354 5077-528-4832

KYOTO
市民のネットワークを広げて

―第3回世界水フォーラム推進京都実行委員会―

第3回世界水フォーラムの成功のため
に、そして、京都を世界へ発信するとと
もに、京都の人々の水への認識を深め
ることを目的に、平成14年1月に発足し
た京都実行委員会。水フォーラムの主
会場は、国立京都国際会館であり、地
元として会議支援、関連事業の展開、そ
して水に関連する情報の発信や市民参
加の促進などに積極的に取り組んでい
ます。
水フォーラムに向けた市民やNGOな

どの活動を積極的に支援するために開
設したのが、「世界水フォーラム交流プ
ラザ京都」（京都市中京区）。ここは、同
委員会事務局のほかに、水フォーラムや
水に関する情報を収集・発信する「情報
ひろば」や、展示・展覧会などで自由に
「水」を表現できる「多目的スペース」を
備え、自主的な市民の活動のつながり
をベースに、水問題への関心の高まりや、
世界水フォーラムへの参加の気運を盛
り上げています。会議室を使って行わ
れている水についての無料連続講座で
は、5回参加で水フォーラムへの参加チ
ケット（1日分）をプレゼントするといった
ユニークな試みも。

京都実行委員会が平成15年3月21日か
らの3日間京都市勧業館「みやこめっせ」
で開催するのが「水のえん2003in京都」。
水に育まれた京都の歴史、文化、産業
を中心に、日本、そして世界の水に関す
る文化や多様な水問題などが、工夫を
こらした展示などで紹介されます。

水のえん2003in京都
開催日：平成15年3月21日（金・祝）～23日（日）
場　所：京都市勧業館「みやこめっせ」

（左京区岡崎）

◆「京都―水の歴史館」
3Dシミュレーションドームやパネル展
示で、京都の太古から近代までの「京都
の水」の歴史を紹介。

◆「京都名水探訪館」
京都の名水を映像、写真、マップなどで
紹介。試飲・名水クイズも実施します。

◆「くらしの味彩館」
豆腐、生麩、漬物、京菓子、京野菜、清
酒…日々の食生活に息づく京の食文化を
探訪しよう！

参加しよう 

お問い合わせ　第3回世界水フォーラム推進京都実行委員会事務局　1075-229-3161 5075-229-3162 URL:http://www.wwf3kyo.com/

世界に届け「京都水宣言」
同委員会では、第3回世界水フォーラム
の開催を契機に、これからの京都として
の、水に対する行動や世界の水問題への
貢献を発信するため、「京都水宣言」（仮
称）を策定中。今後、公開シンポジウム
等を経て府・市民の意見を盛り込んだ宣
言文がフォーラム期間中に発表される予
定です。

ほか、ミュージカルの上演やワイドビ
ジョンを使った水問題に関する情報提供
など、盛りだくさんな内容です。

水フェアー京都会場

入場無料
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OSAKA
多彩なＰＲ活動を展開

―第3回世界水フォーラム大阪委員会―

第3回世界水フォーラムでは、分科
会や「水と都市」をテーマとする特別セ
ッションなどが開催される大阪。当地
の大阪委員会は平成14年4月の設立以
来、水フォーラム参加者の交流の場を
創出し、人々の水問題に関する意識を
高め、水フォーラムの成功と大阪経済
の活性化を図ることを目的に、多彩な
プロモート活動を展開しています。
平成14年8月には、水フォーラムの

プレイベントとして、江戸時代から淀
川の舟運により強く結ばれてきた大阪
と京都の中間の地、枚方で国、自治体、
経済界の首脳を集めて「淀川船上サミ
ット」を開催。水フォーラムに対する
取り組みや河川を活用した舟運や観光
振興についての意見交換を行ったほ
か、同じく8月、「全国舟運サミット」
を開催し、そこでは河川を活用した地
域活性化の事例発表が行われました。
私たちに身近な場でのPR活動も活

発。水フォーラム開催の200日前とな
る8月28日からは、JR大阪駅前にカウ
ントダウンモニュメント（残日計）を設
置して、開催の機運を盛り上げている
ほか、毎年恒例の御堂筋パレードでは、

「世界水フォーラムキャ
ンペーン隊」を編成し
て、水陸両用車ととも
に参加。大阪のメイン
ストリートを埋め尽く
した100万人に、世界水
フォーラムと「水の都」
再生を大いにアピール
しました。

水に関するワークショップin大阪
開催日：平成15年3月20日（木）～22日（土）
場　所：大阪府立国際会議場

水問題に関心を持ち活動されている一
般市民、NPO・NGO等の方々に集まっ
てもらい、日ごろの成果発表や意見交換
を行っていただく「水に関するワークシ
ョップin大阪」。ポスターセッション、パ
ネルディスカッション、シンポジウム、
セミナー、発表会等自由な発表形式で行
われ、個人・団体が水への思いを発信し
ます。

参加しよう 

水のEXPO
開催日：平成15年3月18日（火）～22日（土）
場　所：インテック大阪

（大阪市住之江区南港北）

商業や産業の都市として発展した大阪
で、『水と都市と産業、そして～未来～
つくり出す水と未来』をテーマに、生活
や産業を支える水の役割、また、世界や
国内の水問題と市民生活の係わりについ
て理解を深めるために、現状の取り組み
の紹介、新しい技術、システム、製品の
紹介を行います。

BIWAKO   YODOGAWA
開催府県をつなぐプレイベントを開催

―第3回世界水フォーラム琵琶湖・淀川流域連携実行委員会―

世界水フォーラムの会場、京都、滋
賀、大阪3府県をむすんで琵琶湖・淀
川連携事業を実施している琵琶湖・淀
川流域連携実行委員会。これまで、水
フォーラム成功に向けての機運を高
め、同時に流域の自然環境や歴史、産
業などと水との関わりについての理解
を深め、水の大切さを感じられる事業
を展開してきました。
「琵琶湖・淀川舟運体験メッセージ

リレー」は、流域都市のパートナーシ
ップを考えることをテーマに、江戸時

代から終戦直後まで舟運があったコー
スをたどり、舟運の歴史を体験しよう
というイベント。平成14年10月13日、
大学生を中心とした舟運体験隊が、ヨ
シ舟で大津港を出発し、2日間かけて
南禅寺船溜まり（京都）・三栖閘門を経
て水晶橋（大阪）まで、滋賀・京都・大
阪の3府県知事と大津・京都・大阪の3
市長からの水に関する流域の未来へ向
けたメッセージを受け取りながらの舟
運を体験しました。
そして、11月1日から10日に流域各

地域で行われたのが「近畿の湖沼と川
をきれいに！クリーンアップキャンペ

ーン」。これは、流域の各地域で清掃
活動を行っているNPOや団体に呼びか
け一斉清掃を行うことで、流域が一体
となって水源を守り、水辺を美しく保
全するムーブメントに発展させようと
いうもの。期間中には公募により決ま
ったキャッチフレーズ『輝く水面、明
るい未来！』のもと、流域の19団体が
参加して清掃活動が展開されました。
また、そこで集められたゴミは詳細に
分別・計量して報告されており、後に
「クリーンアップ白書」として発行さ
れます。

お問い合わせ　第3回世界水フォーラム琵琶湖・淀川流域連携実行委員会事務局　106-6941-6222 506-6941-6225

お問い合わせ　第3回世界水フォーラム大阪委員会事務局　106-4803-8024 506-4803-8026 URL:http://www.worldwaterforumosaka.org/

▲JR大阪駅前にはカウントダウンモニュメントが

t御堂筋パレードでPR

▲sメッセージをたずさえて琵琶湖・淀川で
舟運体験

▲近畿の湖沼と川をきれいに！
クリーンアップキャンペーン
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sPACテストで淀川の水と水道水の水質を比較。「淀川の水はきれいかな…」

t実体顕微鏡を初体験。「ねえねえ、どんなふうに見える？！」

▲淀川の自然パネル展示。「イタセンパラって淀川にいるんだ…」
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平成14年10月19日、25日、26日の3日間、琵琶湖周辺や淀川中下
流域を舞台に実施した「ジュニアリバースクール」は、琵琶湖・淀川流域
連携実行委員会と当機構共催の水フォーラムプレイベント。約300人
の子どもたちの参加でにぎわった体験学習のようすをご報告します。

アクアルネッサンス2003
～琵琶湖・淀川流域のパートナーシップ～
開催日：平成15年3月13日（木）～15日（土）

海外から研究者を招き、滋賀・京都・
大阪の各地で、河川と湖沼の流域管理技
術について、情報交換を図り、現状およ
び将来に予想される課題についてワーク
ショップやシンポジウムを開催します。

13日 滋賀：琵琶湖の保全とNPOとの交流

14日 京都：水質浄化技術について（講演、
パネルディスカッション）

15日 大阪：国際シンポジウム（河川管理
の技術について）

世界と日本の舟運展
開催日：平成15年3月21日（金・祝）～23日(日）
場　所：みやこメッセ（京都市）

ジュニアリバーシンポジウム
開催日：平成15年3月9日（日）
場所：京都リサーチパーク

ジュニアリバースクールで学んだ子どもた
ちが、自分たちで考えたことを報告し、世
界の友達と交流を図ります。

お問い合わせ　第3回世界水フォーラム琵琶湖・淀川流域連携実行委員会事務局　106-6941-6222 506-6941-6225

これからの琵琶湖・淀川流域連携事業

地球温暖化の防止が叫ばれ
る今、環境負荷の低い舟運が
見直されています。「世界と
日本の舟運展」では、かつて
琵琶湖・淀川流域において盛
んであった舟運（舟で人やも
のを運ぶこと）について、世
界と日本の舟の模型やパネル
などを利用してわかりやすく
説明して、これからの舟運に
ついて考えていきます。



ようこそBIYOセンターへ
平成14年の8月にBiyoセンターを見学に訪れた

大東市寺川こども会エコクラブ。生駒山系の麓に
広がる寺川地区の自然をフィールドに、環境学習
を進める皆さんの活動をご紹介します。

現在、世界人口の半数以上が、地球の陸域のわずか4％
ほどを占めるに過ぎない都市部に集中していることから、
様々な水問題が都市部において発生しており、大都市の
水問題解決は、世界共通の課題となっています。
今回、私が招待されたのは、アジア開発銀行主催の「水

と都市」をテーマとしたアジア地域の対話の会議です。こ
れは、アジアの各都市における水問題解決の方策及び戦
略を探るため、学識経験者の分析、ジャーナリストの報
道、NGOの問題認識・行動など市民社会におけるそれぞ
れの役割や参加に対して議論を行うもので、平成14年10
月14日～16日フィリピン、マニラの国際会議場で開催さ
れました。
会議には、バングラディシュ、カンボジア、香港など、

おおよそ20のアジアの都市から学識経験者、ジャーナリ
スト、NGOの地域代表、Ondeo、Vivendi等の民間部門
及びUN-Habitat、WHO、JICA、JBICの援助機関など約
100名が参加しました。
まず、前もって各国で集計された「水と都市」のアンケ

ート結果について、給水網整備率や費用・料金などの観点
から比較・検討された報告、続いて各代表によるプレゼン

テーションが行われた後、水供給の問題、高い料金や民
営化について次々に参加者の意見が交わされ活発な議論
となりました。私たち大阪代表も特別に機会を頂きプレ
ゼンテーションを行いました。また、出席者全員が、将
来の都市における水問題の解決のために8つの課題に対し
てWhat？ How？ Who？の視点からグループディスカッ
ションを行い、リポートをとりまとめました。これをも
とに平成15年3月の世界水フォーラムに向けてさらに取り
組みが進められていくことになります。
私がこの会議に参加して実感したのは、日本とアジア

の発展途上国とでは、水に対する問題意識に大きな差が
あるということです。例えば、水質ひとつとっても、国
によっては、毎日の飲み水が汚染されているため生死に
関わる問題であり、安全な飲み水が充分確保されている
日本の私たちにとってその深刻な実態は容易に想像がつ
かないと思います。今回、様々な水問題についてアジア
のいろいろな国の人たちと一緒に議論したことは、私に
とって非常に貴重な経験であり、大変勉強になりました。
これからも出会った人たちとのつながりを大切にしてい
きたいと思います。

ホタル池から世界へ

第3回世界水フォーラムに向
けて、平成14年10月にフィリ
ピン、マニラでワークショップが
開催されました。当機構の和田
主任研究員が参加しました。

｢Regional Consultation Workshop
on Water in Asian Cities」に参加して
調査研究部主任研究員

和田　桂子（写真左）
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▲Biyoセンター
で水質浄化や琵
琶湖について、
楽しく学習しま
した。

s「みなさん、お
つかれさまでした」

▲会議風景

います。
今後、エコクラブのホームページを立ち上げて、活動状

況を広く発信しながら、全国のエコクラブなどの環境団体
と連携を深めていくのが一つの夢です。
Ｂｉｙｏセンターに皆さんが見学に来てくれた日は、とても

暑い日でしたが、水質浄化の実験施設や琵琶湖にふれなが
ら、楽しく学習することができたようです。

近年、都市化の影響を受け始めた寺川地区の自然環境
を守っていこうという思いで設立された寺川こども会エコ
クラブは、小学校４年生から６年生が中心メンバー。
活動の拠点は、寺川地区に流れる沢水を利用して大阪

府が整備した「ホタル池」。この池でエコクラブは水生植
物の調査やカワニナの放流、草刈りといった活動を行い、
より豊かなビオトープ池になるようがんばっています。
その他、最近の活動では、市内を流れる寝屋川を見直

すことを目的に、大阪市から大東市まで遊覧船でさかのぼ
る「寝屋川のぼり」といったイベントへの参加や、大東市内
の川の水質調査を行っており、積極的な活動を展開して

ボ ク の 、ワ タ シ の



水辺からのメッセージ

「
水
都
大
阪
」の
再
生
を
決
定
。
平
成

14
年
10
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１
日
に
は
、「
水
の
都
大
阪

再
生
協
議
会
」が
大
阪
府
・
大
阪
市
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国

の
機
関
、
経
済
界
等
に
よ
り
設
立
し

ま
し
た
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島
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水
の
回
廊
」と
位
置
づ
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公
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働
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魅
力
あ
ふ
れ
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大
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ま
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づ
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進
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い
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も
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。「
水
の
都
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阪
が
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
３
月
に
は
琵
琶
湖
・
淀
川

流
域
の
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
を
舞
台

に
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
国
の
市
民
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
団
体
等
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
な
さ
れ
る
中
で
、「
水
の
都
」大

阪
の
歴
史
と
現
在
の
取
り
組
み
が
世

界
の
水
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
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大阪

「
水
の
都
」
大
阪
の
再
生

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術
及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことにより、
淀川水系の水質保全に寄与し、もって潤いのある地域社会の形成と、関係住民の生活
環境の向上に資することを目的としています。

財団
法人琵琶湖・淀川水質保全機構
Lake Biwa-Yodo River Water Quality
Preservation Organization

〒541-0041 大阪市中央区北浜1丁目1番30号 横井北浜ビル3階 q06（6202）1267（代表） FAX06（6202）1317
E-mail:biyokiko @byq.or.jp http://www.byq.or.jp

「BY BLUE」は再生紙を使用しています

【広告募集】
機関誌BY BLUEに広告掲載

を希望される水環境関連の企

業・団体を募集します。広告掲載

料等のお問い合わせ、広告のお

申し込みにつきましては、（財）琵

琶湖・淀川水質保全機構　企画

開発部まで。

「
水
の
都
」「
天
下
の
台
所
」。
古
く

か
ら
使
わ
れ
て
い
る
大
阪
の
呼
び
方

で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
時
代
や
江
戸
時

代
に
は
た
く
さ
ん
の
堀
川（
運
河
）が

掘
ら
れ
ま
し
た
。
河
村
瑞
賢
の
安
治

川
新
川
開
削
工
事
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
排
水
と
地
面
の
か
さ
上
げ
、

商
業
交
通
に
役
立
つ
舟
運
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ど
が
そ

の
目
的
。
そ
の
原
動
力
は
淀
屋
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
当
時
の「
大
坂
」経

済
を
支
え
た
商
人
な
ど
ま
ち
の
人
た

ち
で
し
た
。
明
治
以
後
も
主
に
舟
運

目
的
で
運
河
が
掘
り
つ
づ
け
ら
れ
、

近
代
大
阪
の
発
展
に
繋
が
り
ま
す
。

戦
後
、
運
河
の
多
く
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
今
で
は
道
頓
堀
川
や
東
横
堀

川
な
ど
が
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

交
通
は
道
路
が
主
役
に
な
り
、
商
業

と
し
て
の
舟
運
は
衰
退
。
川
と
人
々

の
く
ら
し
の
結
び
つ
き
が
少
し
薄
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
。
そ
ん
な
心
配

を
よ
そ
に
、
現
在
で
も
大
阪
人
の
パ

ワ
ー
は
健
在
で
す
。「
道
頓
堀
川
」で

水
泳
大
会
を
開
催
。
こ
の
よ
う
な
斬

新
な
発
想
を
企
画
実
行
す
る
市
民
団

体
が
活
躍
し
、
川
を
軸
に
し
た
活
動

を
活
発
に
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
水

泳
大
会
は
平
成
16
年
開
催
予
定
で
そ

れ
ま
で
に
行
政
、
市
民
、
企
業
が
協

調
し
な
が
ら
河
川
浄
化
へ
の
取
り
組

み
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
こ

の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
も
改
め
て
目
の
前
に
あ
る

「
川
・
水
」に
着
目
し
ま
し
た
。
昨
年
12

月
、
国
の
都
市
再
生
本
部
が
、
都
市

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

（株）アイ・エヌ・エー関西支店
（株）アクアテルス　琵琶湖事業部
（株）アスコ
（株）和技研
（株）環境科学コーポレーション関西事業所
近畿技術コンサルタンツ(株)
（株）クリアス
（株）建設環境研究所
（株）建設技術研究所大阪支社
国際航業(株)関西事業本部
国土環境(株)
滋賀県下水道保全事業協同組合
（株）修成建設コンサルタント
（株）新州

帝人エコ・サイエンス(株)
（株）東京建設コンサルタント関西支店
東洋電化工業（株）
（株）西日本技術コンサルタント
（株）日建設計シビル
（株）日水コン
日本建設コンサルタント(株)大阪支社
日本工営（株）大阪支店
日本メンテナンスエンジニヤリング(株)
（株）ニュージェック
パシフィックコンサルタンツ(株)大阪本社
八千代エンジニヤリング(株)大阪支店
（株）ユニチカ環境技術センター

計27社

「浪速天神祭」（大阪府立中之島図書館蔵）

※次回は奈良県からのメッセージです。

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構　賛助会員（50音順）

「BY BLUE」とは……
「琵琶湖（B IWAKO）、淀川
（YODOGAWA）を青く（BLUE）
美しく」という願いから名づけられ
ました。




